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平成平成平成平成２７２７２７２７年年年年１０１０１０１０月月月月末末末末の特殊詐欺の発生傾向の特殊詐欺の発生傾向の特殊詐欺の発生傾向の特殊詐欺の発生傾向    

            長野県くらし安全・消費生活課 

                            

集計期間  H27.1.1～H27.10.31 

                             （資料提供：長野県警察本部）              

１１１１    認知認知認知認知状況状況状況状況        

 ○ 認知件数231件（前年同期比＋77件、＋50％）、被害額6億5221万5706円（前年同期 

  比－2億1999万8539円、－25.2％）１件あたりの被害額 約282万円） 

 ○ 認知件数全体の46％がオレオレ詐欺で106件（前年同期比＋65件）、29％が架空請求詐欺 

  で68件（前年同期比＋21件）、13％が還付金等詐欺で31件（前年同期比＋27件） 

 ○ 被害現金等の詐取方法は、のべ429回のうち40.6％が振込型（ＡＴＭ）で174回、25.9％ 

  が手交型で111回、14.2％が送付型（ゆうパック、宅配便）で61回 

 

 
 

 

 

平成２７年１０月末 特殊詐欺被害認知件数・被害額  前年同期比（暫定値） 

 

 被害額（万円） 

 

被害額の１万円未満は切り捨て 

資料７ 
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平成２７年１０月末 市町村別特殊詐欺被害状況（暫定値） 

罪 種

警察署

231 652,215,706 106 238,072,000 68 283,782,214 7 11,807,236 31 28,399,176 11 70,914,000 6 14,101,080 2 5,140,000

1 1,500,000 1 1,500,000

1 4,000,000 1 4,000,000

長 野 南

3 5,252,707 1 2,000,000 1 257,000 1 2,995,707

2 2,500,000 2 2,500,000

1 1

5 4,323,246 3 2,000,000 1 325,000 1 1,998,246

13 62,416,176 6 35,000,000 3 23,180,000 2 1,236,176 2 3,000,000

1 3,000,000 1 3,000,000

33 80,118,123 22 55,202,000 9 24,413,000 1 499,123 1 4,000

1 1

1 25,500,000 1 25,500,000

3 2,049,663 2 1,050,000 1 999,663

小 諸 4 24,498,527 1 7,000,000 2 17,000,000 1 498,527

軽 井 沢 2 14,974,123 1 14,176,000 1 798,123

16 33,935,802 7 7,600,000 3 21,973,000 1 1,540,000 4 2,712,802 1 110,000

3 7,300,000 2 700,000 1 6,600,000

1 1

3 11,000,000 3 11,000,000

1 100,000 1 100,000

2 8,499,123 1 8,000,000 1 499,123

3 5,901,080 1 5,000,000 1 350,000 1 551,080

5 1,868,030 1 1,000,000 1 173,000 2 655,030 1 40,000

1 3,000,000 1 3,000,000

岡 谷 6 14,718,359 1 2,400,000 3 7,879,236 1 999,123 1 3,440,000

1 160,000 1 160,000

1 325,000 1 325,000

2 2,019,000 2 2,019,000

1 900,000 1 900,000

2 2,492,000 1 1 2,492,000

1 3,110,000 1 3,110,000

11 7,450,493 2 4 3,388,000 3 1,552,493 2 2,510,000

2 2,283,000 1 283,000 1 2,000,000

1 1,000,000 1 1,000,000

1 499,123 1 499,123

13 24,317,000 10 21,300,000 3 3,017,000

27 122,513,622 8 13,700,000 7 91,791,000 1 1,060,000 8 7,462,622 2 6,800,000 1 1,700,000

1 1,067,000 1 1,067,000

10 51,055,000 3 2,200,000 6 8,855,000 1 40,000,000

2 3,994,083 2 3,994,083

1 2,608,214 1 2,608,214

1 5,000,000 1 5,000,000

特殊詐欺合計 振り込め詐欺

認知件数 金額認知件数 金額

還付金 金融
振り込め詐欺以外の特殊詐欺詐欺
ギャンブル 異性 その他

市 区 町 村

総　　　　数

長
野
中
央

信 濃 町

小 川 村

飯 綱 町

長 野 市

認知件数 金額認知件数 金額 認知件数 金額

オレオレ 架空
認知件数 被害金額

20,520,00041 104,967,212 28 63,620,000

認知件数 金額

融資

認知件数 金額認知件数 金額

飯
山

飯 山 市

栄 村

木 島 平 村

野 沢 温 泉 村

中
野

中 野 市

山 ノ 内 町

1 18,500,0002 1,328,000 1 999,2129

上
　
　
田

上 田 市

長 和 町

青 木 村

東 御 市

小 諸 市

須
坂

須 坂 市

小 布 施 町

高 山 村

千
曲

千 曲 市

坂 城 町

軽 井 沢 町

佐
久

佐 久 市

御 代 田 町

立 科 町

小 海 町

川 上 村

南 牧 村

北 相 木 村

南 相 木 村

岡 谷 市

伊
那

辰 野 町

伊 那 市

箕 輪 町

南 箕 輪 村

佐 久 穂 町

茅
野

茅 野 市

富 士 見 町

原 村

諏
訪

諏 訪 市

下 諏 訪 町

駒

ヶ

根

駒 ケ 根 市

飯 島 町

中 川 村

宮 田 村

飯
田

飯 田 市

松 川 町

高 森 町

阿 智 村

平 谷 村

根 羽 村

喬 木 村

豊 丘 村

大 鹿 村

山 形 村

泰 阜 村

木
曽

上 松 町

南 木 曽 町

木 祖 村

王 滝 村

大 桑 村

木 曽 町

阿
南

阿 南 町

下 條 村

売 木 村

天 龍 村

塩
尻

塩 尻 市

朝 日 村

松
本

松 本 市

小 谷 村

安
曇
野

安 曇 野 市

麻 績 村

生 坂 村

筑 北 村

大
町

大 町 市

池 田 町

松 川 村

白 馬 村

 

 

※被害者の住居地をもとにした統計になりますので、警察署ごとの認知件数とは一致しません。 
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２２２２    阻止状況阻止状況阻止状況阻止状況        

 ○ 阻止件数257件（前年同期比＋122件、＋90.4％）、阻止金額6億3510万7860円（前年 

    同期比＋2億519万4188円、＋47.7％）１件あたりの阻止金額 約247万円） 

 ○ 阻止件数全体の56％がオレオレ詐欺で145件（前年同期比＋95件）、21％が架空請求詐欺 

  で54件（前年同期比+13件）、12％が還付金等詐欺で30件（前年同期比＋25件） 

 ○ 未然防止者の内訳は、66％が金融機関職員で169件、12％が家族で32件 

 

 
 

平成２７年１０月末 特殊詐欺被害阻止件数・阻止金額  前年同期比 

 

 

 

 阻止金額（万円） 

 

阻止額の１万円未満は切り捨て 
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平成２７年１０月末 特殊詐欺被害の未然防止者一覧 

 

 

３３３３    被害者の男女別数被害者の男女別数被害者の男女別数被害者の男女別数        

 ○ 被害者全体の65％が女性（150名）、35％が男性（81名） 

 ○ オレオレ詐欺の被害者は、71％が女性、29％が男性 

 ○ 架空請求詐欺の被害者は、66％が女性、34％が男性 

 ○ 還付金等詐欺の被害者は、65％が女性、35％が男性 

 

 

 

 ○ 男性被害者は、オレオレ詐欺が38％、架空請求詐欺が28％を占めている。 
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 ○ 女性被害者は、オレオレ詐欺が50％、架空請求詐欺が30％を占めている。 

    

４４４４    被害者の年代別被害者の年代別被害者の年代別被害者の年代別        

 ○ 特殊詐欺の被害者のうち、60歳代、70歳代、80歳代で全体の80％を占めている。 

   （内訳：60歳代10％、70歳代が30％、80歳代が40%） 

 ○ 全世代中、80歳代の被害者が91人で最多。 

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 ９０代 合計

2 12 7 12 11 23 70 91 3 231  

60歳代の内訳は、65歳以上が16人 
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５５５５    被害者の職業被害者の職業被害者の職業被害者の職業        

 ○ 被害者全体の71％（164名）が無職者 

  ○  会社員・会社役員が10.4％（30名）、パート従業員が5.2％（12名） 

 

 

    

６６６６    詐取（詐取（詐取（詐取（振込振込振込振込・・・・送金送金送金送金等等等等）方法）方法）方法）方法（（（（のべのべのべのべ429429429429回回回回中中中中））））        

 ○ 振込型は、詐取方法全体の45.7％でATMが40.6％、窓口が3.7％ 

 ○ 手交型は、詐取方法全体の25.9％で手交（その他）が20.3％、手交型（その他）のうち上 

  京型（都内）が5件 

 ○ 送付型は、詐取方法全体の16.5％で宅配便が9.8％、ゆうパックが4.4％ 

窓口 ATM スマートピット ネットバンク 手交（自宅） 手交（その他） レターパック 現金書留 郵便（その他） ゆうパック 宅配便 代引き その他

交付回数 16 174 0 6 24 87 3 0 7 19 42 0 51 429

合計
振込型 手交型 送付型

※ その他は、電子マネー等 
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【【【【ＡＴＭＡＴＭＡＴＭＡＴＭ振込場所】振込場所】振込場所】振込場所】                                                                    

振込場所 金融機関 その他の店舗外 コンビニ スーパー 不明 合計

振込回数 82 18 50 22 2 174  
 

    

 

 

※ その他の店舗外とは、金融機関の店舗外、病院内、スーパー、コンビニ等の駐車場の一角に 

 設置された銀行職員、従業員等の管理が行き届かないＡＴＭのことである。  

※ 振込・投函の回数はのべ回数（一人の被害者が複数回利用））））    

    

【【【【レターパックレターパックレターパックレターパック投函場所】投函場所】投函場所】投函場所】    

投函場所 郵便局 ポスト コンビニ その他 合計

投函回数 1 2 0 0 3  
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７７７７    振込振込振込振込先先先先のののの口座名義口座名義口座名義口座名義（（（（のべのべのべのべ196196196196回回回回中中中中））））・送金・送金・送金・送金先の宛名先の宛名先の宛名先の宛名（（（（のべのべのべのべ71717171回回回回中中中中））））        

 ○ 振込の場合、個人名の口座が79％、会社名の口座が18％となっている。 

 ○ 送金の場合、宛先が個人名76％、会社名11％となっている。 

    

【振込【振込【振込【振込先先先先】】】】    

口座名義 会社名 個人名 不明 合計

振込回数 35 155 6 196  
 

    

    

【送金【送金【送金【送金先先先先】】】】    

送金先名義 会社名 個人名 不明 合計

送金回数 8 54 9 71  

    

 

    



10 

 

８８８８    手口別特徴手口別特徴手口別特徴手口別特徴        

 （1） オレオレ詐欺 

   ○ オレオレ詐欺の内訳（106件中）  

   ○ オレオレ詐欺のうち、親族かたりが89％、警察官等かたりが2％ 

   ○ 親族かたりのうち、息子や孫をかたるものが82％ 

 
 

（2） 架空請求詐欺 

  ○ 架空請求の内訳(68件中)  

 

※ その他は、「名簿から名前を消す」名目等 

（3） 金融商品等取引名目の詐欺   

    ○ 金融商品等の内訳（11件中） 

 


